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研究成果の概要 

触媒（斎藤）グループ 

様々な(PNNP)Ir 錯体の合成に成功した。中分子オリゴマー錯体 o-MC へと展開できる小分子モノ

マー錯体 m-MC としての(PNNP)Ir 錯体も 3 種類合成できた。主鎖にエステル基を複数もつ PET

や PBS などのポリエステル類の触媒的水素化に(PNNP)Ir 錯体を用いたところ主鎖の解重合が進

行した。PBS の解重合はもっとも効果的に進行し、相当するジオールモノマーユニットが 80%程度

の収率で得られた。水と TiO2を用いる THF や THP など小分子エーテル類の C–H 結合のオレフ

ィン類による活性化と官能基化にも成功した。この知見をもとにポリエーテルである PEGの C–H結

合のオレフィン類による官能基化を行いアップサイクリングポリマーを得た。研究の鍵となる半導体

表面上の界面水について杉本と議論し共著で執筆した「TiO2表面に接する界面水と光を用いる有

機合成反応」に関わる総説論文 1)が発刊された。 

高分子（内山）グループ 

斎藤グループが合成した 2つの水酸基を有する(PNNP)Ir錯体を開始剤として用い、バレロラクトン

の開環重合を行うことで、ポリマーの中心に(PNNP)Ir錯体を 1つ有するポリバレロラクトンの合成を

達成した。また、(PNNP)Ir 錯体を用いたポリマーの精密合成/高分子反応カスケードに向けて、

(PNNP)Ir 錯体を用いたアクリレートモノマーRAFT 重合を検討した。光照射下、(PNNP)Ir 錯体と

RAFT 試薬としてトリチオカーボネートを組み合わせるとリビングラジカル重合が進行し、分子量の

制御が可能であった。 

表面物理（杉本）グループ 

現有のレーザー分光システムに新たに電気化学反応システムを融合させて、高次非線形分光法

の基礎要素となる第二高調波発生に立脚した電気化学界面オペランド観測を実施した。システム

構築のモデル系として金電極による水電解反応に着目し、水素・酸素の発生電位近傍において、

電極及び界面電気二重層の変化に起因する非線形信号を捉えることに成功した。また、電極への

有機分子の吸着及び電気化学的脱離(剥離)に起因する信号変化を捉えることに成功した。 
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